（人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に則る情報公開）
オプトアウトポスター

当法人では下記の研究に協力しております。本研究では、特定の日に精神病床に入院している認知症の方や、特定の期間に一般病院から精神病床のある病院に入院または転院された認知症の方の臨床情報を把握する調査を行います。
本調査の対象になる可能性のある方で、本研究への協力を望まれない場合は、問い合わせ窓口へご連絡ください。研究に協力されない場合でも不利益な扱いを受けることは一切ございません。

【研究名】 
令和8年度厚生労働行政推進調査事業
「わが国の精神病床に入院する認知症患者の実態把握のための研究」 

【研究責任者】 
社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター　
センター長 粟田主一 

【本調査の目的、方法、意義】 
本調査は、精神病床に入院している認知症患者の臨床特性や、一般病院から精神病床のある病院へ入院依頼・転院依頼をされる認知症患者の臨床特性を把握することを目的にしています。調査は、病院の診療記録を用いて行われますので、患者さんやご家族が直接調査対象となることはありません。また、本調査は、守秘義務のある病院職員が行いますので、個人情報が漏洩することもございません。本研究の結果は、今後の地域医療計画を策定する際に、認知症医療における精神病床の役割を検討し、地域の医療資源や医療連携体制の整備を進めるための基礎資料として活用されます。 

【対象者】
2026年6月30日時点で当院に入院されている認知症患者

【調査項目】
診断名、重症度、年齢階級、性別、入院料種別、要介護度、入院形態、在院日数、BPSD（認知症の行動・心理症状）等の症状について、身体合併症について、隔離・拘束の有無、入院日（2025年12月31日以前または2026年1月1日～6月30日）、入院前の居場所、入院経路、入院理由、社会的要因等

調査期間：倫理審査委員会承認日から2026年7月31日まで 

【問い合わせ先】
社会医療法人北斗会 法人事務局 
（担当者：葛西（カサイ））
  電話番号 ０６-６８６５-１２１１（病院代表）
